
会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回春日学園コミュニティ・スクール（CS）推進会議 

開催日時 2023年５月18日（木） 開会18:30 閉会20:25  

開催場所 つくば市立春日学園義務教育学校 D棟2階多目的室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

吉田 真由美、金澤 千尋、吉田 和宏、森田 修司、白井 奈々絵 

樋口 直宏、桐生  修、間野 聡子  

春日学園義務教育学校 

校長：根本  智、副校長：星野 美千代、教頭：内城 志津香、中

島 良浩、教務主任 坂本 敬持、久保 絵美   

その他  

事務局 教育局次長 久保田靖彦 

学び推進課  ：課長 岡野 知樹 

生涯学習推進課：課長補佐 色川 純子、 

社会教育主事 村上 和宏、地域連携教育指導員 小島  健、 

社会教育指導員 佐藤  博 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 0人 

非公開の場合はその理由  

議題 

 

１ 学校運営の基本方針について 

２ 学校の教育活動の紹介について 

３ 熟議「ＣＳを通して学園として保護者として地域としてできる

ことは」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 選任通知書交付 

３ 挨拶 説明 座長・副座長選出 

４ 協議 学校運営の基本方針について 学校の教育活動の紹介 

５ その他 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

２ 選任通知書交付（久保田次長より代表者へ） 

  地域学校協働活動推進員委嘱状交付（同上） 

３ 教育長挨拶 久保田次長代読 

  委員・職員紹介 

４ 説明事項：つくば市CSの導入について（社会教育主事 村上） 

(1) これからの学校と地域について 

(2) CSとは 

(3) つくば市CS導入予定（今後について）  



５ 座長・副座長の選出  座長：樋口 直宏 委員   副座長：桐生 修 委員 

６ 協議 

(1) 学校運営の基本方針  

・学校長からの学校運営の基本方針についての説明。 

(2) 学校の教育活動の紹介 

・坂本教務主任から学校の実情や児童生徒の様子、教育活動について映像に沿って説明。 

→(1)と(2)の説明を受け、基本方針が出席者満場一致で賛同される。 

本方針で学校運営をしていく。 

(3) 熟議  

テーマ「自ら学び、伝え合い、高め合うことができる児童生徒の育成～豊かな心の触れ合

いとは～」 

・座長とファシリテーターの中島教頭からワークショップの説明 

・【Ａグループ】 

現状：穏やかで優しい。春日の生徒は仲が良い。見られることに慣れている。挨拶がで

きない。地域とのつながりが薄い。縦横のつながりがない。 

願い：学校、地域に興味をもつ。地域から声かけや、交流を深めていきたい。グローバ

ルに活躍していってほしいけど、地域にも根付いていってほしい。成人式をきっ

かけに地域に目を向けていければ。 

・【Ｂグループ】 

現状：普通の子が多い。１～９年がいる良さが生かされない。お手本となる子があまり

いない。子だけでなく親も挨拶が苦手。親ができないものは子供もできない。 

願い：自分で生きていけるように。コミュニケーションが取れる子になっていってほし

い。 

・【Ｃグループ】 

現状：優しい。穏やか。自己表現が上手だが、その反面自分から進んで実践するという

より待っている子が多いとも感じる。外遊びが少ない。授業スタイルの見直し。

外部との交流をもっと盛んにしてほしい。教えすぎず自立を促したい。生活習慣

の見直し。つくばはよい環境なので、感性を磨いてほしい。 

願い：知り合いになれるような取組があるといい。自分からいろいろなことを発信でき

る子になってほしい。自分の良さを生かして、強く生きていってほしい。 

(4) 質疑 

・質問：CSで考え、実践していったことの評価について 

答え：春日学園のなかで自己評価していく。（学校評価アンケート等） 

(5) その他 

・今度のCSの予定について（副校長） 

第２回春日学園CS推進会議 ７月13日（木）午後 

第３回春日学園CS推進会議 11月７日（火）授業参観 

第４回春日学園CS推進会議 ２月21日（水）18：30～ 次年度への本格導入について 

７ 閉会 

 



令和 5年度第 1回 春 日学園コミュニティ・スクール推進会議

日時 :令和 5年 5月 18日 (木 )18:30～

場所 :春 日学園義務教育学校 多 目的室

次  第

1 開  会

2 選任通知書交付

3 挨  拶

4 説明事項

つ くば市のコミュニティ・スクール導入 について

5 座長・副座長の選出

6 協   議

(1)学校 運営 の基本 方 針 につ いて

(2)学校 の教育活 動 の紹介

※ (1)(2)後 に 「CSを 通 して、学園として、保護者として、地域としてでき

ることは」について話 し合いをする予定です。

(3)そ の他

・ コ ミ ュニテ ィ・ ス クール 推 進会議 の今 後 の予定 につ いて

7 閉  会



令和 5年度 春日学園コミュニティ・スクール推進会議

番号 委H属の区分 氏 名 よみがな 所属・役職

1 (1)児童・生徒の保護者 吉田 真由美 よしだ まゆみ PTA副代表

2 (1)児童・生徒の保護者 金澤 千尋 かなぎわ ちひろ PTA副代表

3 (2)地域住民 吉田 和宏 よしだ かずひろ地域コーディネーター
PTA代表

4 (邑)地域住民 森田 修司 もりた しゅうじ地域ヨーディネーター

5 (2)地域住民 白井 奈々絵 しらい ななえ 吾妻まつり協力者

6 (3)各学校長・教職員 根本 智 ねもと さとし 学校長

7 (3)各学校長・教職員 星野 美千代 ほしの みちよ 副校長

8 (3)各学校長・教職員 内城 志津香 うちしろ しずか教頭

9 (3)各学校長・教職員 中島 良浩 なかじま よしひろ 教頭

(3)各学校長・教賤員 坂本 敬持 さかもと け|ヽ じ教務主任

11 (3)各学校長・教職員 久保 絵美 くぼ えみ 教務主任

12 (4)学識経験者 樋口 直宏 ひぐち なおひろ筑波大学

13 (5)関係行政機関の職員 桐生 修 きりゅう おさむ つくば市役所

14 (6)教育委員会が適当と認める者 榮木 憲太郎 えいき けんたろう コーチング

(6)教育委員会が適当と認める者 間野 聡子 まの さとこ 特定非営利活動法人
ままと―ん

16

17

18

19

20



令和 5年度 つくば市立春日学園義務教育学校グラン ドデザイン

隷
どこよりも早 く明日の教育に出会える学園

You can attain the modern styte of Education at KASUGA
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① 豊かにかかわ り合 う力の育成
O人権意識を育む環境づくり

。多様性の尊重
○学級活動や生徒会活動等に

おける白発的・ 白治的な活
動の推進

O SDGsを 意識 した、実社会
とつながる学びへの深化

O外部人材を活用 した豊かな
体験活動

② 自己指導能力の育成
○自己決定の場や機会のI央
○自己有用感の向 上

③適徳教巻甥醐里争
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ス クール ツー シャル ワー カ
ー が連携 ・分担 しなが らの
チーム支援
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開校以来、施設一体型小中一貫校として、「どこよりも早く明日の教育に出会える学国Jを
スローガンに、欄i々 な教育活動を進めています。
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O楽しく感動のある教育
学年学級経営を基盤とした人間関係づくりと、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

O地域に根ざした教育
PTAや地域、筑波大学、研究機関等との連携の推進
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どこよりも早 く明日の教育に出会える学園
You can attain the modern styte of Education at KASUGA.
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【つくば市教育目標】

豊かな
・ 生徒の育成

【目指す児童生徒像】
しなやかな知性 ゆたかな感性
たくましい心身
【目指す教師像】

子どもの気持ちを理解できる教師
学び続け 授業力の高い教師
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【組織目標】自ら学び、伝え合い、高め合うことができる児童生徒の育成

ゆたかな感性
で物事を見て、
考えようとす

★ 自分なりの目
自分の心で深 く
る姿

自己理解 。自己管理縫力の育
成
Oコーチング等によるメタ認
夫母能力の育成

○ 自己の生き方をみつめる系
統的なキャリア教育の推進

ざ蟹策露輩整懸警普仏定着
O薬物乱用防止教室、命の教
室等の充実

○運動量の確保と継続 して運
重blこ親 じむ態度の育脂見

安心 け安全な教育環境づくり
O癒磯国避能力を育てるため

の計画的な防災・ 安全教育
O教育相談の充実 と、救職員

とスクールカウンセラー、
スクール ゾーシャルワーカ
ーが連携・ 分担 しながらの
チーム支援

①

②

③

①

・多様性の尊重
○学級活動や生徒会活動等に

おける自発的・ 自治的な活
動の推進

O SDGsを 意識 した、実社会
とつながる学びへの深化

O外部人材を活用 した豊かな
体験活動

② 自己指導能力の育成
○自己決定の場や機会の工夫
○自己有用感の向上
O共感的人間関係の育成

③ 適徳甥〔
員瑠

充
執 面に根 ざし

た道徳性の育成
Oい じめの未然防止に向けた、
「考え、議論する道徳」への
質的転換

★同じくらいの時刻に寝る。
(⑬ 90%以上、④ 85%以上)

★難 しいことでも、失敗を恐れ
ないで挑戦 している。

(③ 75%以上、⑬ 70%以上)

★自分にはよいところがある。
(① 85%以上、④ so%以上)

☆いじめは、どんな理由があつ
てもいけないことだと思う。
(③ 100%、 ② 100%)

☆課題解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる。
(⑩ 85%以上、② 90%以上)

☆話し合いを通 して、自分の考
えを深めたり広げたりできる。
(① 85%以 上、② 85%以上)

ムマネジメンカリキュ

【働き方改革の推進】①義務教育学校の特色を生かした協働体制の確立 ②部活動の点担軽減

【コ尋ュニティー・スクールの導入 :地域とともにある学校づくり・人づくり・地域づくり】
く学校・家庭・地域の連携 。協働体制の構築>
O学校の情報や課題の共有 O質の高い学校教育の実現 O地域づくり (地域の課題解決)

令和 5年度 つくば市立春日学園義務教育学校グランドデザイン

攀 ⇔

C)

①

義務教育9か年を貫く学びの連続性のある教育活動

遺篠教育

の充実

づ く

安心 。安全
な数室環境

自己理解・

自講 理

機力の育驚

①

⇔たくましい

心身

未来を拓き社会に貢

献できる人材の育成

後期ブロツク(8。 9年)

～学びの深化・発展～
中期ブロツク(5～ 7年)

～学びの定着・拡充～

前期ブロツク(1～ 4年 )

～学びの上台づくり～
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会 議 録 

会議の名称 令和5年度第２回春日学園コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 2023年７月13日（木） 開会13:30 閉会15:30  

開催場所 つくば市立春日学園義務教育学校 D棟2階多目的室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

吉田 和宏  森田 修司 白井 奈々絵 

樋口 直宏  桐生  修   間野 聡子   

春日学園  

校長 根本  智    副校長 星野 美千代 

教務 久保 絵美   

その他  

事務局 生涯学習推進課：課長補佐 色川 純子、係長 飯島 遊 

社会教育主事 渡邉 亮太、社会教育主事 村上 和宏、 

地域連携教育指導員 酒井 和宏、地域連携教育指導員 小島 健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ２人 

非公開の場合はその理由  

議題 

 

１ 春日学園PTA活動について 

２ 授業参観 

３ 熟議「授業等の様子から見える児童生徒の成長をどう見守り、

ささえていくか」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 春日学園PTA活動について 

４ 授業参観 

５ 協議 熟議テーマ「授業等の様子から見える児童生徒の成長をどう見守り、支え

ていくか」 

６ その他 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

２ 挨拶 樋口座長、学校長 

３ 春日学園PTA活動について 

 （１）除草作業の様子 

 （２）地区安全委員の活動と保護者による朝の立哨指導の紹介 

 （３）図書委員や図書ボランティア活動の紹介 

 （４）学園活動委員の制服等リユース活動の紹介  

４ 授業参観 6年4組 つくばスタイル科  5年2組 図工  

9年2組 英語    8年理科 少人数指導の紹介 



５ 協議 熟議テーマ「授業等の様子から見える児童生徒の成長をどう見守り、 

支えていくか」 

 【感想・質問・意見等】 

〇学校の設備がよい。教えやすく、学びやすく思える。図書室にも行きたくなる工夫

がされている。 

  〇クラスの雰囲気がよい。児童生徒と教師の関係もよい。児童・生徒を尊重している。 

  〇教え込みでなく、児童生徒が考え、活動している授業が多い。 

  〇児童生徒自らが学習内容を、生活と関連付けたり、生かそうとしたりしている。 

  〇話合い活動に慣れている。普段から行われているのがわかる。 

  〇話し合う時のグループの隊形がいつも違う。対話を重視している。 

  △グループ活動だと、やっているふりをしていて友達に任せてしまう子がいないだろ

うか。 

△グループ活動や話合い活動に入る前に、自分の考えをもってから臨めているのだろ

うか。 

  △学習者用端末を使いこなしているが、漢字を書く力が低下しているように感じる。 

△不得意なところをどこまでできるようにするのか。得意なものをどのくらい伸ばし

ていくのか、匙加減が難しい。 

  ●考える授業が多いので、個に応じた配慮をしてほしい。 

 ●グループ活動を２つの教室で行うと、教師が不在になる教室が出てきてしまう。オ

ープンスペース等を使うなどの工夫をするとよい。 

  ●児童生徒の学びの過程をどのように把握しているのか。そのプロセスの評価方法を

知りたい。 

  ●グループでスライド等を作成したときに、一人ひとりの学習者用端末にもデータを

残すようにしてほしい。 

 【これからの春日の子供たちにしてあげたいこと、望むこと】 

  ・悩んだときに相談できる親・教員であること。また、家庭や学校だけでなく外の世

界にも相談できる人や場をつくっていきたい。 

  ・これからも卒業した子供たちが来やすい学校であってほしい。卒業生が関わること

で、これから卒業していく子供たちも春日に戻ってきやすくなり、つながり続ける

ことができる。親も同様である。 

  ・アウトプットだけでなく、インプットの方も重要。基礎学力についてもしっかりと

身につけてほしい。 

  ・縦割り活動等で得た１～９年生の関係を大切にしてほしい。 

 

６ その他 

今度のCSの予定について（副校長） 

第3回春日学園CS推進会議 １１月７日（火）授業参観 

第4回春日学園CS推進会議 ２月２１日（水）１８：３０～ 

次年度への本格導入について 

 



令和 5年度第 2回春 日学園コミュニティ・ スクール推進会議

日時 :令 和 5年 7月 13日 (木 )13:30～

場所 :春 日学園義務教育学校 多 目的室

次  第

1 開  会

2 挨  拶

3 春 日学園 PTA活 動について

4 授業参観

5 協  議

テーマ

「授業等の様子か ら見える児童生徒の成長をどう見守 り、支えていくか」

今後の予定 について

6 閉  会







令和 5年度第 3回 春 日学園コミュニティ・スクール推進会議

日時 :令 和 5年 11月 7日 (木 )14:30～

場所 :春 日学園義務教育学校
'多

目的室

次  第

1 開  会

2 挨  拶

3 春 日学園教育活動 (春 日学園祭)に ついて

4 第 1回 学校評価アンケー トについて

5 協  議

ア ー マ

「義務教 育学校 の特 色 を生 か した ダィナ ミックな教 育課 程 編 成 に向 けて」

。つ くばス タイル 科

・各教科

今 後 の予定 につ い て

6 閉  会



令和 5年度

(第 3

春日学園コミュニティ・スクール推進会議

:11月 7日 火曜日)受付名簿口

Z0

19

18

17

16

欠席
特定非営利活動法人
ままと―ん

まの さとこ間野 聡子(6)教育委員会が適当と認める者15

出席コーチングえいき けんたろう榮木 憲太郎(6)教育委員会が適当と認める者14

出席つくば市役所きりゅう おさむ桐生 修(5)関係行政機関の職員13

欠席
.

筑波大学ひぐち なおひろ樋口 直宏(4)学識経験者12

出席教務主任くぽ えみ久保 絵美(3)各学校長・教職員11

出席教務主任さかもと けいじ坂本 敬持 |(3)各学校長・教職員10

出席 ヽ教頭なかじま よしひろ中島 良浩(3)各学校長・教職員9

欠席教頭うちしろ しずか内城 志津香(3)各学校長・教職員8

⑤ 欠席副校長ほしの みちよ星野 美千代(3)各学校長・教職員7

出席学校長ねもと さとし根本 智(3)各学校長・教職員6

出席吾妻まつり協力者しらい ななえ白井 フ奈々絵(2)地域住民5

欠席地域学校協働活動推進員もりた しゅうじ森田 修司(2)地域住民4

欠席
地域学校協働活動推進員
PTA代表

よしだ かずひろ吉田 和宏(2)地域住民3

出席 ①PTA副代表かなぎわ ちひろ金澤 千尋(1)児童・生徒の保護者2

欠席PTA副代表よしだ まゆみ吉田 真由美(1)児童・生徒の保護者1

出欠席所属・役職よみがな氏 名委嘱の区分番号



学校評価アンケート【結果】上 ( )式の表記は児童生徒の質問内容です。た数値は肯定的評価「そう思う」十 rだいたいそぅ思う」の書J合

24

23

22

21

1

18

17

16

イア、

感

知

学校は、子供たちが進んで授業に取り組めるように工夫している。 (進んで授業に取 り組んでいる。)

学校ヽは、授業を工夫し、子供たちの学力向上に努めている。 (学校での授業内容がよくわかる。)

本学園の「自ら学び、伝え合い、高め合う学習」は、お子さんの力を伸ばしている。 (自 分から学んだり、学んだことを伝え合つたり、新しいことに気づくなどの発見があつたりする。)

4学校は、授業や学校行事などにおいて、ICTを効果的に活用している。 (学習者用端末を積極的に使えている。)

5お子さんは、家庭学習が習慣化されている。 (家庭学習に頑張つて取り組んでいる。)

6お子さんは、楽しく学校へ通つている.(学校は楽しい。)

学校は、子供一人ひとりのよさを認めている。 (先生に、よいところやがんぼつたことを認めてもらつている。)

学校は、友連とかかわ り合う活動を通して、お目手の気持ちを考えて行動できるような条団づくりに努めている。 (思 いやりをもつて友だちに接している。)

学校は、子供たちの心に寄り添つた教育相談を行う等、悩みや相談に適切に対応している。 (困 ったときや悩んだときに、先生は話を聞いてくれる。)

10学校は、いじめの未然防止や早期発見に努め、間違つた行動についてきちんと指導しているc(先生は、いじめや間違つた行動を見逃さないで、しっかりと注意してくれる。)

11学校は、生活指導 (ルールやマナーについての指導)が適切に行われている。 (みんなが気持ちよく生活するためのルールやマナーを守つている。)

お子さんは、自分から進んであいきつをしている。 (朝や帰りには地域の方に対して、校内では先生や友だちに進んであいさつをしているこ)

学校は、教育活動を工夫して子供たちの体力向上に努めている。 (授業や休み時間に体を動かすことで、元気で体力もついてきている。)

学校は、子供たちの健康や安全 (通学、防3B、 防災、コロナ感染症予防対策等)を考えた教育を十分に行つている.(命の大切さを知り、健康管理や安全に気を付けている。)

15お子さんは、進んで身の回りの整理整頓をしたり、時間の使い方を工夫したりして生活している。 (身の回りの整理整頓を心がけたり、時間を大切に使おうとしたりしている。)

学校は、各種便りやスクリレなどを通して、家慶・地域に情報を発信している。

学校は、家庭への連絡や意思の疎通をきめ細やかに行つている。

学校は、教育環境の充実  (施設整備、地域人材の活用.体験的な学習の充実など)に努めている。

素直に「ありがとう」「ごめんなさい」が言える。

何でも相談できる友達がいる。

「周囲の役に立っている」と感じる時がある。

自分にはよいところがある

自分が活躍できる場がある。

来の夢や目標をもっている。

番号 質問ぬ容
児童生徒

80.5

80.7

43.7

66.7

85.0

669

730

84_8

87.8

90.6

66_2

76.2

75

85,0

83_3

/呆護者

84.

64.4

93.2

74.6

47.5

83.1

96_6

100

559

949

79_7

89.8

91_5

職 員



会 議 録 
会議の名称 令和５年度第４回春日学園コミュニティ・スクール推進会議 
開催日時 2024年２月２１日（水） 開会１８：３０ 閉会２０:００ 

開催場所 つくば市立春日学園義務教育学校 D棟2階多目的室 
事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 
出 
席 
者 

委員 
 

吉田 和宏  森田 修司  桐生 修 吉田 真由美 
樋口 直宏  間野 聡子   
春日学園 校長 根本 智 
副校長 星野 美千代    教頭 内城 志津香 中島 良浩 
教務 坂本 敬持 久保 絵美  

その他  
事務局 生涯学習推進課：課長補佐  色川 純子 係長 飯島 遊 

社会教育主事 村上 和宏 
地域連携教育指導員 酒井 和宏  小島 健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 
非公開の場合はその理由  
議題 
 

１ 第２回学校評価アンケートについて 
２ 次年度の学校運営方針の骨子について 
３ 熟議「コミュニティ・スクールとして春日学園が育てていきた

い児童生徒に関する次年度への手立てについて」 
会議録署名人  確定年月日   年  月  日 
会

議

次

第 

１ 開会 
２ 挨拶 
３ 第２回学校評価アンケートについて 
４ 次年度の学校運営方針の骨子について 
５ 協議 熟議テーマ 

「コミュニティ・スクールとして春日学園が育てていきたい児童生徒に関す

る次年度への手立てについて」 
６ その他 

 
 ＜審議内容＞ 
１ 開会 
２ 挨拶 樋口座長 

 学校長 
３ 第２回学校評価アンケートについて 星野副校長より 
  子どもたちが頑張っていると思っている項目と、保護者や教員が頑張っていると思っ

ている項目に相違がある。よい点はさらに伸ばし、肯定的評価が低いものに関しては原

因を探り、改善していく。 
 



【感想・質問・意見等】 
・前回から比べて肯定的評価が上がっている。９割越えということは毎年のことなの

か。 
→「楽しく学校で過ごせている」と春日学園の子どもたちは感じている。しかし、１割

の子どもたちからは肯定的な評価が得られてないので、その子どもたちも注視してい

きたい。 
 
・前回からすべて評価が上がっている。先生方に感謝したい。しかし、廊下に掲示され

ているいじめ防止フォーラムでの数値と差があるのはなぜか。 
→いじめフォーラムで話し合いをし、各クラスで出た問題点の改善策に取り組んだ後

に、評価アンケートをとった。その成果が今回のアンケート結果に反映したと思われ

る。 
 
４ 次年度の学校運営方針の骨子について 根本学校長より 

春日学園義務教育学校グランドデザインの説明 
これまでのものは教師サイドのものだった。次年度のグランドデザインは子どもたち

がみてもわかるようなものに変更したい。 
【感想・質問・意見等】 
・大人だとスモールステップで進めるための方策を考えてしまうが、「ゆたかな感性」

「しなやかな知性」「たくましい心身」だけ明記し、子どもたち自身に考えてもらえる

といい。 
・教職員が異動し、方針がかわることがあるのか。継続性はあるのか。 
→前年度からの方針を受け、子どもたちの姿を中心に考えている。やりたいこと、伝え

たいことをグランドデザインに加え、さらに子供たちの姿が中心となるようなものを

つくりたい。 
・子どもたちに投げかけ、ワークショップを行い、作り上げていくのもよいのでは。 

 
５ 協議 熟議テーマ 

「コミュニティ・スクールとして春日学園が育てていきたい児童生徒に関する 
次年度への手立てについて」 

 
文化チーム（春日学園祭バージョンアップ大作戦） 

【現在】・文化祭期間の中でさまざまなことが行えた。（大洗高等学校マーチング鑑賞、

合唱祭、PTA図書ボランティアの企画等） 
【課題】・出店がない。 

・保護者・OB・OGとの交流や地域との関わりがない。 
・子どもたちの盛り上がりもほしい 

【手立て】・子供が企画したことなら保護者からも協力が得やすいのでは。 
・常にかかわりをもてるようにしておくとボランティア等の協力も得やすい。

・小さなことの方が協力しやすいと思っている保護者が多いのでは。 
・学校に来て一緒に過ごすことでいい関係づくりができ、今後につながってい



く。 
 
防災チーム（避難訓練バージョンアップ大作戦） 

【現在】・避難訓練といえば、学校でやっているというイメージ。 
・家庭での取り組みには差がある。 
・備蓄について。 

【課題】・安全に関しての意識向上。 
・防災に関する勉強会が必要。 
・避難所になることを想定しているのか。 

【手立て】・サマーキャンプを企画してみる。 
・暑さ対策、防寒対策、仮設トイレ、炊き出し等について、まずは、勉強会を

企画し、シミュレーションしてみる。そして実践してみてもよいのでは。 
  
６ その他 

・今年度のCS推進会議全日程が終了 
・春日学園コミュニティ・スクール推進会議等に関するアンケート調査協力依頼 
・のぼり旗デザインについて 

 



令和５年度第４回春日学園コミュニティ・スクール推進会議  

 

日時：令和６年２月２１日（水）１８：３０～ 

場所：春日学園義務教育学校 多目的室 

 
 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 議事確認  

 

４ 協  議 

(1)第２回学校評価アンケートについて  

(2)次年度の学校運営方針の骨子について   

(3)熟議「コミュニティ・スクールとして春日学園が育てていきたい児童生

徒に関する次年度への手立てについて」  

 

５ 諸 連 絡 

 

６ 閉  会 



令和 5年度 つくば市立春日学園義務教育学校グランドデザイン
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のぼり旗 原案  【9年女子生徒のデザイン】

学校・保護者 。地域・行政が協力するイメージとかがゃくん
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